
　現在、法定耐用年数を経過した管渠はありません
が、今後発生が見込まれます。「管渠改善率」は類
似団体平均値を下回っています。
　今後は、最適整備構想に基づき、増加する老朽管
渠の更新を計画的に実施する必要があります。

2. 老朽化の状況

全体総括

 各指標において類似団体平均値との比較で優位な
指標は少ない状況であります。
 水洗化率の向上を図ることで料金収入を増やすと
ともに、更なる経費の削減や財源確保を行うこと
で、企業債残高対事業規模比率、経常収支比率及び
経費回収率の改善を行う必要があります。
 また、老朽化した処理施設の長寿命化により投資
費用の低減を図るとともに、今後増加する老朽管渠
の更新を計画的に進める必要があります。
 経営戦略については、平成28年度に策定、令和３
年度に改定を行い、令和７年３月に新たに策定しま
した。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

11,397 9.57 1,190.91 【】 令和6年度全国平均

処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

 経常損益については、「経常収支比率」は100％未
満となり、収支状況が赤字であることを示していま
す。なお、「累積欠損」は発生していません。
 「流動比率」は類似団体平均値を上回っています
が、「経費回収率」が100％を下回っていることか
ら、より一層の水洗化普及促進と経費削減による資
金確保を行う必要があります。
 「汚水処理原価」については、類似団体平均値を
下回っていますが、老朽化した処理施設の改修及び
修繕費用が数値を押し上げている状況ですので、現
在、実施している処理施設の長寿命化事業をさらに
推し進め、処理施設修繕費用を低減する必要があり
ます。
 「施設利用率」が低いのは、処理区域の縮小見直
しにより既存施設の処理能力と流入する汚水量との
差が生じていること及び水洗化率が低いためです。
 「水洗化率」は類似団体平均値に対して低い状況
にあります。これは、既存住宅の接続が進まないこ
とが主な原因と考えられるため、住宅所有者等へ切
替・接続を促す必要があります。

資金不足比率(％)

- 74.71 7.04 95.72 2,845

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

162,574

処理区域内人口(人)

653.36 248.83 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 農業集落排水 F1 非設置

経営比較分析表（令和6年度決算）
宮崎県　都城市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【104.30】 【102.74】 【47.19】 【798.10】

【87.80】【49.92】【286.33】【54.51】

【28.46】 【0.03】 【0.02】



経営比較分析表（令和5年度決算）
宮崎県　都城市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

653.36 247.21 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 農業集落排水 F1 非設置

普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

161,515

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　経常損益については、「経常収支比率」は100％
未満となり、収支状況が赤字であることを示してい
ます。なお、「累積欠損」は発生していません。
　「流動比率」は類似団体平均値を上回り、「経費
回収率」は類似団体平均値より低くなっています。
「流動比率」及び「経費回収率」は100％未満と
なっていることから、農業集落排水への接続促進に
よる下水道使用料の収益増加や汚水処理経費の削減
により、資金確保を行う必要があります。
「汚水処理原価」については、類似団体平均値より
低く抑えられていますが、今後は施設の維持管理や
更新等に要する経費による上昇が予想されますの
で、最適整備構想に基づき、計画的に事業を進めて
いく必要があります。
「施設利用率」は類似団体平均値より低くなってい
ます。主な要因は、施設の処理能力に対し、水洗化
率と関連する処理水量が低いことによるものです。
　「水洗化率」は、昨年度より上昇していますが、
類似団体平均値に対して低い状況にあります。これ
は、既存住宅の接続が進まないことが主な原因と考
えられるため、住宅所有者等へ切替・接続を促す必
要があります。

資金不足比率(％)

- 73.93 7.08 94.80 2,845

自己資本構成比率(％)

11,498 9.57 1,201.46 【】 令和5年度全国平均

　現在、法定耐用年数を経過した管渠はありません
が、今後発生が見込まれます。「管渠改善率」は類
似団体平均値を下回っています。
　今後は、最適整備構想に基づき、増加する老朽管
渠の更新を計画的に実施する必要があります。

2. 老朽化の状況

全体総括

　各指標において類似団体平均値を上回る指標は少
ない状況となっています。
　水洗化率の向上を図ることで下水道使用料収入を
増やすとともに、更なる経費の削減により経常収支
比率及び経費回収率の改善を行う必要があります。
　また、老朽化した施設を計画的に補修・更新整備
するため、最適整備構想に基づき、施設の長寿命化
及び維持管理費の節減を押し進める必要がありま
す。
　現在の経営戦略は、平成28年度に策定し、令和３
年度に改定を行いました。次期経営戦略について
は、物価等の情勢の変化や最適化構想に基づく事業
等を反映させ、令和６年度末に改定を行う予定で
す。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【104.44】 【124.06】 【42.02】 【785.10】

【87.54】【49.87】【271.15】【56.93】

【28.42】 【0.08】 【0.02】



宮崎県　都城市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 下水道事業 農業集落排水 F1 非設置 161,605 653.36 247.34 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

- 73.18 7.15 95.52 2,845 11,478 9.57 1,199.37 【】 令和4年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和4年度決算）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

2. 老朽化の状況

全体総括

　経常損益については、一般会計からの繰入金であ
る他会計補助金のうち、利益に相当する部分を一般
会計へ精算したことから、収支が均衡し当年度の純
利益は０円となりました。「経常収支比率」は
100％未満となり、収支状況が赤字であることを示
しています。
　「累積欠損」は発生していません。
　「流動比率」は,資本費平準化債の借入で資金が
増加したことにより上昇し、類似団体平均値を上回
りました。「経費回収率」は類似団体平均値より低
くなっています。また、流動比率及び経費回収率は
共に100％未満となっています。
　このことから、農業集落排水への接続促進による
下水道使用料の収益増加や汚水処理経費の削減によ
り、資金確保を行う必要があります。
　「汚水処理原価」については、類似団体平均値と
比較し、低くなっていますが、今後は施設の維持管
理や更新等の経費の上昇が予想されますので、最適
整備構想に基づき、計画的に事業を進めていく必要
があります。
　「施設利用率」は類似団体平均値より低くなって
います。この主な要因は、既存施設の処理能力に対
し、流入する汚水量が少ないことによるもので、処
理区内人口とその水洗化率の影響を受けています。
　「水洗化率」は、昨年度より上昇していますが、
類似団体平均値より低い状況にあります。これは既
存住宅のなかで高齢化世帯の農業集落排水への接続
が遅れていることが原因と考えられます。引き続き
水洗化率の向上を図っていく必要があります。

　現在、法定耐用年数を経過した管渠はありません
が、近く発生し、増加していく状況です。「管渠改
善率」は管渠更新工事等を行わなかったため0.0％
となり、類似団体平均値を下回っています。
　今後は、最適整備構想に基づき、増加する老朽化
した管渠の更新を計画的に実施する必要がありま
す。

　各指標において類似団体平均値を上回る指標は少
ない状況となっています。
　水洗化率の向上を図ることで下水道使用料収入を
増やすとともに、更なる経費の削減により経常収支
比率及び経費回収率の改善を行う必要があります。
　また、老朽化した施設を計画的に補修・更新整備
するため、最適整備構想に基づき、施設の長寿命化
及び維持管理費の節減を押し進める必要がありま
す。
　経営戦略については、平成28年度に策定し、令和
３年度に改定を行っています。
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⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【103.61】 【133.62】 【36.94】 【809.19】

【87.30】【52.55】【273.68】【57.02】

【27.11】 【0.00】 【0.02】



経営比較分析表（令和3年度決算）
宮崎県　都城市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

653.36 248.82 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 農業集落排水 F1 非設置

普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

162,572

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　経常損益については、一般会計からの繰入金であ
る他会計補助金のうち、利益に相当する部分を一般
会計へ精算したことから、収支が均衡し当年度の純
利益は０円となりました。そのため、「経常収支比
率」が100％未満であり、収支状況が赤字であるこ
とを示しています。また「累積欠損」は発生してい
ません。
　「流動比率」及び「経費回収率」は類似団体より
低く、経費回収率は100％未満となっています。こ
のことから、水洗化の普及促進による下水道使用料
の収益増加や汚水処理経費の削減により、資金確保
を行う必要があります。
 「汚水処理原価」については、類似団体の平均値
と比較し、低く抑えられていますが、今後は施設の
維持管理や更新等に要する経費による上昇が予想さ
れますので、最適整備構想に基づき、計画的に事業
を進めていく必要があります。
 「施設利用率」が類似団体の平均値より低くなる
主な要因は、施設の処理能力に対し、水洗化率に関
連した処理水量が比較的低いことによるものです。
　「水洗化率」は、類似団体の平均値に対して低い
状況にあり、高齢化世帯の水洗化が進まないことや
処理区域内人口の減少の影響と考えられます。引き
続き水洗化率の向上を図る必要があります。

資金不足比率(％)

- 72.40 7.24 95.78 2,845

自己資本構成比率(％)

11,690 9.57 1,221.53 【】 令和3年度全国平均

　法定耐用年数を経過した管渠は現在ありません
が、今後発生が見込まれます。「管渠改善率」は類
似団体の平均値を下回っています。
　今後は、最適整備構想に基づき、増加する老朽化
した管渠の更新を計画的に実施する必要がありま
す。

2. 老朽化の状況

全体総括

 各指標において類似団体の平均値との比較で良好
な指標は少ない状況であります。
　水洗化率の向上を図ることで下水道使用料収入を
増やすとともに、更なる経費の削減により経常収支
比率及び経費回収率の改善を行う必要があります。
　また、老朽化した施設を計画的に補修・更新整備
するため、最適整備構想に基づき、施設の長寿命化
及び維持管理費の節減を押し進める必要がありま
す。
　経営戦略については、平成28年度に策定、令和３
年度に改定を行っています。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【104.16】 【128.23】 【34.77】 【786.37】

【86.91】【61.14】【256.97】【60.65】

【24.95】 【0.00】 【0.03】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

　法定耐用年数を経過した管渠は現在ありません
が、今後発生が見込まれます。「管渠改善率」は類
似団体の平均値を下回っています。
　今後は、最適整備構想に基づき、増加する老朽化
した管渠の更新を計画的に実施する必要がありま
す。

2. 老朽化の状況

全体総括

 各指標において類似団体の平均値との比較で優位
な指標は少ない状況であります。
　水洗化率の向上を図ることで料金収入を増やすと
ともに、更なる経費の削減により経常収支比率及び
経費回収率の改善を行う必要があります。
　また、老朽化した施設を計画的に補修・更新整備
するため、最適整備構想に基づき、施設の長寿命化
及び維持管理費の節減を押し進める必要がありま
す。
　経営戦略については、平成28年度に策定してお
り、令和３年度に見直しを行う予定です。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　経常損益については、「経常収支比率」が100％
以上であり、収支状況が黒字であることを示してい
ます。また「累積欠損」は発生していません。
　「流動比率」が類似団体より低く、「経費回収
率」も100％を下回っていることから、より一層の
水洗化の普及促進と経費の削減により、資金の確保
を行い、支払能力を高める必要があります。
 「汚水処理原価」については、類似団体の平均値
と比較しても低く抑えられていますが、今後は施設
の維持管理や更新等に要する経費による変動が予想
されますので、最適整備構想に基づき、計画的に事
業を進めていく必要があります。
 「施設利用率」が低いのは、水洗化率が低いため
です。
　「水洗化率」は、類似団体の平均値に対して低い
状況にあり、高齢化世帯の水洗化が進まないことが
原因と考えられます。引き続き水洗化率の向上を図
る必要があります。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km2) －

- 71.91 7.24 94.92 2,793 11,782 9.57 1,231.14

653.36 250.35 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F1 非設置 163,571

経営比較分析表（令和2年度決算）
宮崎県　都城市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【104.99】 【121.19】 【32.80】 【832.52】

【86.60】【54.84】【253.04】【60.94】

【22.21】 【0.00】 【0.16】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
宮崎県　都城市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

653.36 251.78 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F1 非設置 164,506

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 70.68 7.30 94.28 2,793 11,928 7.90 1,509.87

　法定耐用年数を経過した管渠は現在ありません
が、今後発生が見込まれます。「管渠改善率」は類
似団体の平均値を下回っていますが、当年度につい
ては、汚水管布設工事による管渠の延長を全体の
0.01％実施しました。
　今後は、最適整備構想に基づき、増加する老朽化
した管渠の更新を計画的に実施する必要がありま
す。

2. 老朽化の状況

全体総括

 各指標において類似団体の平均値との比較で優位
な指標は少ない状況であります。
　水洗化率の向上を図ることで料金収入を増やし、
収益的収支比率及び経費回収率の改善が必要であり
ます。
　また、老朽化した施設を計画的に補修・更新整備
するため、当年度に策定した最適整備構想に基づ
き、施設の長寿命化及び維持管理費の節減を押し進
める必要があります。
　経営戦略については平成28年度に策定済みです。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

 「経常損益」については、「経常収支比率」が
100％以上であり、収支状況が黒字であることを示
しております。また「累積欠損」は発生していませ
ん。
　「流動比率」が類似団体より低く、「経費回収
率」も100％を下回っていることから、より一層の
水洗化の普及促進と経費の削減により、資金の確保
を行い、「支払能力」を高める必要があります。
 「汚水処理原価」については、類似団体の平均値
と比較しても低く抑えられていますが、今後は施設
の維持管理や更新等に要する経費による変動が予想
されますので、当年度に策定した最適整備構想に基
づき、計画的に事業を進めていく必要があります。
 「施設利用率」が低いのは、水洗化率が低いため
です。
　「水洗化率」は、類似団体の平均値に対して低い
状況にあり、高齢者世帯の水洗化が進まないことが
原因と考えられます。引き続き水洗化率の向上を図
る必要があります。

2. 老朽化の状況について
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【102.97】 【165.48】 【33.84】 【765.47】

【86.22】【51.30】【257.86】【59.59】

【24.97】 【0.00】 【0.02】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（平成30年度決算）
宮崎県　都城市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

653.36 253.20 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F1 非設置 165,433

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 68.83 7.23 94.54 2,793 11,881 7.90 1,503.92

　すべての管路は耐用年数に達していないため、当
該値はありません。

2. 老朽化の状況

全体総括

 各指標において類似団体の平均値との比較で優位
な指標は少ない状況であります。
　水洗化率の向上を図ることで料金収入を増やし、
収益的収支比率及び経費回収率の改善が必要であり
ます。
　また、老朽化した施設を計画的に補修・更新整備
するため、早急に最適整備構想を策定し、施設の長
寿命化及び維持管理費の節減を押し進める必要があ
ります。
　経営戦略については平成28年度に策定済みです

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　「経常損益」については、「経常収支比率」が
100％以上であり、収支状況が黒字であることを示
しております。また「累積欠損」は発生していませ
ん。
　「流動比率」が類似団体より低く、「経費回収
率」も100％を下回っていることから、より一層の
水洗化の普及促進と経費の削減により「支払能力」
を高める必要があります。
　「汚水処理原価」については、類似団体の平均値
とほぼ同じですが、今後は施設の維持管理や更新等
に要する経費による変動が予想されますので、最適
整備構想に基づき、計画的に事業を進めていく必要
があります。
　「施設利用率」が低いのは、水洗化率が低いため
です。
　「水洗化率」は、類似団体の平均値に対して低い
状況にあり、高齢化世帯の水洗化が進まないことが
原因と考えられます。引き続き水洗化率の向上を図
る必要があります。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【101.60】 【195.44】 【34.27】 【747.76】

【85.82】【52.23】【261.46】【59.51】

【24.12】 【0.00】 【0.02】










